
創立１０周年 
わくわくプロジェクト記念イベント       

児童会担当 
  先日の学習発表会でお知らせした１２月９日（土）

の記念イベントに向けての話を高学年の実行委員会を

中心に進めています。記念イベントのテーマは、「上平

小学校の１０歳を祝う誕生日を楽しもう」「全校の絆を

深めて、上平小学校の創立１０周年を祝おう」です。 

このテーマをもとに学年の代表が集まり、「来校した

方に見せたい」「いっしょに○○したい」など内容を考

えています。いろいろなアイディアが出てくるのが楽し

みです。 

 ぜひ、当日は地域の方を誘ってご来校いただき、子供

たちと一緒に学校の１０歳をお祝いしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保小中連携の取組について 教務主任 
 国語科の時間、子供と一緒に漢字辞典を引いていると、印象的な字「携」に出会いまし

た。私には、その漢字の成り立ちに思い当たる節がありました。 

平・上平地域には、小学校が一校、中学校が一校、保育園が二つあります。これら四つ

が「連携する」目的は何でしょうか。 

一つ目は、子供たちが進学先に早くなじめるようにすることです。先月、中学校から先

生をお迎えして、高学年が体育の授業を受けました。小学校ではあまり行わない、グロー

ブを使った野球型ゲームに子供たちは興味津々。特に６年生は中学校での学習に期待が膨

らんだようでした。 

二つ目は、子供たちの受け入れ体制を進めることです。今月行った就学時健康診断で

は、健康診断の様子やお家の方や保育園の先生方から聞いた入学予定のお子さんの様子を

基に、新入生一人一人にとってよりよい受け入れ体制について準備していきます。 

また、四校園の職員が定期的に会合の機会をもち、保小中で連携できる具体的な内容を

話し合っています。 

「携」の字は、四つの象形から成るそうです。うち三つは、「草の芽生え」「小鳥」「５本 

指の手」。私には、芽生えが保育園に、小

鳥が小学校に、それらを包む手のひらが中

学校の皆さんに思えてきます。 

最後、四つ目の象形が表すのは「窓に光

が差し、明るいさま」。地域の宝である子

供たちを、保小中で連携して見守っていき

たいと思います。 「子供は地域の宝」。 

教育実習、がんばっています！ 

          

10 月２日（月）～10 月 30 日（月）の

期間、教育実習生が来ています。 

全校児童の学習を参観し、教材研究をし

ながら指導教員のもと実際の授業にも挑戦

しています。休み時間も元気な子供たちと

遊ぶなど教員を目指 

して日々研鑽を積ん

でいる教育実習生の

今後の活躍を祈念い

たします。 


